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災害伝承の現在を調査することになった。2012 年 6 月に開催された土砂災害防止月間の集いの被
災地の見学会のための場所探しも兼ねていた。 
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長崎大学  高橋和雄 
NPO法人砂防広報センター  緒続英章 
１．はじめに 





じたものの 1 人の死傷者も出なかった 2)。この山川河内地区では、江戸時代末期の 1860(万延元) 































表-1  2012年の主な現地調査日程と内容 
月 日 調 査 内 容 
4月 14日(土) 念仏講まんじゅう配り、鉦はり、 
自治会ヒアリング(公民館) 
4月 29日(日) 個別ヒアリング調査 
5月 14日(日) 個別ヒアリング調査、写真撮影 
5月 20日(土) 個別ヒアリング調査 
6月 7日(木) 土砂災害防止月間集いの現地見学、 
自治会ヒアリング(公民館) 
6月 28日(水) 茂木町玉台寺、坂本進氏 
7月 14日(土) 念仏講まんじゅう配り、個別ヒアリング調査 
7月 23日(月) 地蔵様祭（観音堂） 




図-1  山川河内地区の位置図 
 















































1)地区を 4班に分けて 8，9世帯で担当 
日程 行事内容 参加対象者 
1月 18日 御願立て 自治会三役・班長 
4月 13日 御不動様祭 自治会全員 
4月 20日・21日 御大師様祭 祭当番 1) 
7 月 18日 御願成就 自治会全員 
7月 23日・24日 御地蔵様祭 祭当番 
8月 10日 千日十日 祭当番 
8月 14日・15日 御盆精霊船造り・精霊流 自治会全員 
9月 15日 敬老の日 自治会全員 
9月 18日・19日 伺之神様祭 自治会三役・班長 
10月 17日・18日 御観音様祭 祭当番 
12月 9日 山之神様祭 自治会三役・班長 
 
著になっている。1982年には 35世帯、人口 173人で全世帯農家であったが、2012年現在では 32









様祭(4 月 13 日)、御大師様祭
(4 月 20,21 日)、御願成就(7 月
18 日)、御地蔵様祭(7 月 23,24
日)、千日十日(8 月 10 日)、御
観音様祭(10 月 17,18 日)およ































 表-3  万延元年の土砂災害の被害 





住家 全壊 6戸  
半壊 1戸 






1588(天正 16) 年に豊臣秀吉がキリシタン領地を没収して公領になった。1637(寛永 14)年頃 から
1668(寛文 8) 年までは島原領となった。1668 年より幕府天領となり、島原侯預かりとなった。
1768(明和 5) 年から明治初期まで肥前国高来郡茂木村飯香の浦名として長崎奉行・外町代官高木



































き返し、10 日の夜にやっと届け出たという出所不明の話もある。長崎代官所への届け日は 11 日
になっている。14 日に提出した長崎代官所の調査報告 3)によれば、長崎代官高木作右衛門は手
代たち(家臣の役人)を派遣し、聞取り等の現地調査から表-3 に示す被害記録(田の被害を除く)を
まとめた。地区の住民の他に代官所の役人や近隣の人夫による救助活動が 9 日から 13 日まで続
5 
 
表-4 万延元年の土石流災害による人的被害のまとめ(4月 14日の届け出の時点 ) 
世帯名 家屋の状況 世帯人数 死亡 :怪我および無事 
A 半壊 6 男(51) 1)、女(46)、男(23) 女(17)、女(13)、女(9) 





C 全壊 7 男(34)、女(40)、女(12)
 、女(9)、












E 全壊 4 男(24)、女(15) 1) 女(17) 3)、女(8) 4) 
F 全壊 3 男(29)、女(55)、男(13)  
G 全壊 5 女(59) 女(19) 
3)、女(24) 3) 、 
女(33) 3)、女(8) 3) 
その他  3 女(28) 、男(28)、男(13)  
計 7軒  45人 33人 12人 





性 15人で、15歳以下が 12人含まれている(表-4)。その他の 3人は、被災世帯に関係が無かった
か把握できなかった地区の住民である。半壊の家では一家 6人の内の 3人が無傷で無事であった
が、不在者を除くと全壊の家では家に居た 30 人が死亡し、1 人が大怪我をした。なお、無傷で
あった 11人は全員女性である。このうち、6人が長崎市内に奉家と記されている。被害報告 3)に
























図-2  逃底川流域の崩壊推定図 
 




















































軒、水損田 4反 4畝(0.44ha)、土手切 1箇所、石垣崩 9箇所、岸崩 1箇所および井堰崩 1箇所であ










に復興資金として銀 6貫 576匁の拝借を願い出た 11)。長崎代官所は、年貢の確保や農業の継続か
ら必要性を認め、現地での検分後に願い出額が過大と評価して減額査定して長崎会所 12)の自然
災害の復旧や被災者救済用の非常備銀から銀 4 貫(銀 1 貫は約 16.7 両、計 66.7 両)を 1861 年から
1870 年までの 10 年年賦で土地を担保に貸し付けるように願い出た 11) (注 1)。原案通りの貸付の























表-5  念仏講で配る品 
時代区分 配布物 製造 配布方法 
以前（50年前） 団子、豆 当番の家 当番の家に受け取りに行く 









より困窮していたために、自力での復旧が困難で、日見村は銀 10 貫、茂木村は銀 8 貫の借用を
長崎代官所に願い出た(長崎奉行所の御用留安政 7 年)。この届出は山川河内地区よりも先に出さ
れた。長崎代官所は手代を派遣して、両村の被害状況を検分した。その結果、両村の申出は事
実であるが、日見村は 1852(嘉永 5)年に井堰修理のために貸し出した銀 4 貫を返済中であること









 山川河内地区では、万延元年の災害の供養をするために毎月 14 日にまんじゅうが全世帯に配







































表-6 山川河内地区における供養の開催年  
年忌供養 年  月  日 
100 1959(昭和 34) 年 4月 14日 
120 1979(昭和 54) 年 4月 9日 
125 1984(昭和 59)年 6月 14日 
130 1989(平成元) 年 5月 18日 











































































図-3 長崎豪雨災害時の避難状況     
 



















































写真-8 逃底川からの土砂が進入した家  

























































































































写真-11 流失を免れた観音堂(中央)   
上野一則氏提供 
 





















表-8 に示した 4 棟が土石流被害を受けたが、





























表-9  土砂災害の前兆現象・避難の目安 








表-10  防災施設の整備状況 
施設名 高さ(m) 延長(m) 施工年 
山川河内川 1号砂防ダム 10.0 83.0 1982～1984年 
山川河内川 2号砂防ダム 10.0 60.0 1985～1986年 
山川河内川 3号砂防ダム 10.0 50.0 1985～1986年 
逃底川砂防ダム  5.0 56.0 1984～1985年 
























































































には中学生 7 人全員(１年生 3 人、２年生１人、
3 年生 3 人、男性 5 人、女性 2 人、校区外の生
徒 1 人を除く)が参加した(写真-15)。保護者ア
ンケート調査には、中学生の保護者(男性６人、




表-11 念仏講まんじゅうに関する知識と今後どう思うか   
中学生 7人 
項  目 はい いいえ 




配り続けことは大切なことである 7 0 
配り続けている大人は立派である 7 0 
大人になっても続けたい 7 0 














































表-12 自然災害に対する伝承と意識   保護者 11人  
項  目 はい いいえ 
両親から地区で起きた過去の災害について聞いたことがある 10 1 
子供に地区で起きた過去の災害について話したことがある 7 4 
土砂災害は非常に怖い災害である 11 0 
豪雨時に危険を感じて避難しようと思ったことがある 6 4 
これまでに豪雨時等に避難したことがある 4 5 
家やその周辺は土砂災害の危険な場所である 9 2 
豪雨等によって家屋被害等を受けたことがある 5 6 
家の周辺の危険箇所の状況を知っている 5 6 
















































項  目 はい いいえ 
配り続けることは大切である 9 2 
子供たちに伝承するべきである 8 3 
配り続けるには改善が必要である 8 2 
 






























































































































種の貿易事務所。1698 年以降 1867 年まで、長崎奉行の監督下で、貿易に関する一切の金銭
上の勘定と貿易に関する諸業務を扱った 12)。なお、非常備銀の財源は、幕末に長崎港開港後


































尋常高等小学校：西彼杵郡茂木村郷土誌，全 106頁，1918  
9)茂木町郷土史編集委員会：茂木町郷土史，全 164頁，1958 
10)長崎市役所：長崎叢書三(増補長崎略史上巻)，pp.360-361，1926 
11）文献 3)の pp. 81-82   
















































































写真-1  集団ヒアリングの様子 
 
 
写真-2   個別ヒアリングの様子 
 






















































































































































写真-5 土石が堆積した k1さんの家の中 





















































































































 雨の量が多いと子供たちはこちらの 2階には寝せていない。川の流れがすごいと 2階上には寝
ていられない。いつも怖い。去年も夜中に子供を起こして、川から離れた母屋に連れて行った。
危ないので、雨が降ったら太田尾のお父様の実家においでといわれている。いつもは水が流れ





































































































































写真-9 流失した Y1さんの移転前の家 
上野一則氏提供 









けて対岸の Y5 さんや S4 さんの家を照らしていた。自分たちも車で向こうを見ていた。S4 さん
の家の車が小屋に水が入ったため、どっと流された。今度は玄関に積んであったブロックがば






































































































































  長崎豪雨災害時にまだ小さかったり、生まれていなかった世代の例を紹介する。  































 口伝です。私たちも今年で 4 年目になるが、練習してようやく念仏を唱えられようになって、











































m 家も 5 人が亡くなって、一家が全滅した。家が途絶えようとした時にお嫁に行って災害時に



















災者は 5 人と聞いていたが名前を聞いても分からなかった。m 家の世帯主の名前だけが家の位
牌と照合すると確認できた。 
































































 m 家の亡くなったおばあちゃんは馬頭観音を大事にしていたという。150 年前に亡くなった祖
先に育てられたからではないか(奥様)。  
(6)150回忌の法要 
 150 回忌の法要のときに自治会副会長を引き受けて、地域のことを調べ始めた。150 回忌がそ


















れと豪雨災害の当日がお地蔵様の法要のときということもあった。7 月 23 日の夜が法要すると
きである。観音堂でお参りして、一旦施主元のところにお流れを頂戴に行って、また、お堂に
戻って念仏をあげるが、施主元の所に行ったままで豪雨のため戻って来れなかった。そのまま

























































































どこかが 1 戸減る、37 戸より減ると誰かが入ってくると言い習わされているようです。事実、
私どもが知っている時期にも、1 戸ずつ減ったり増えたりを何回か繰り返しながら 37 戸を保っ
てきたし、山川河内の誰もが、これは口にします。万延元年の山潮の時の長崎代官所記録集に


























































































































 元和 7 年(1621)3 月 11 日、松尾山玉台寺の称号を許され、寛永 3 年(1626)1 月 15 日、茂木村本
郷現在地に松尾山無量院玉台寺を建立し、理残を開山とする。 
 理残上人、建坪 52坪の堂宇、書院 12坪を建立、後寛文 7年(1667)庫裏 44坪を建立、延享 3年











 寛文二(1662) 壬寅 俗名・長尾安右衛門慰英林院殿休岳宗罷居士霊儀 





まり変わらない場所。檀家名簿を作成していない。   
(3)玉台寺と山川河内地区の係り 












































































写真-1 長崎奉行御用留安政 7年の表紙 























































も場合よってはある。長崎でもたとえば天保年間の 5 年(1834 年)と 9 年(1838 年)に大きな火事が
あって、筑後町の本蓮寺、西坂まで燃えている。いわゆる奉行支配地の火災があった。長崎会





Ａ：:家に戻ればわかる。文政 11 年(1818 年)の台風。助成の一覧がでている。何軒被災して、い
くら助成したかがわかる。 
(7)山川河内地区の借用 









































































５.対象者 ： 山川河内地区の中学生 
 
６.開催内容のあらまし： 
 ○集合  ： 山川河内公民に直接、9時まで 
 〇紹介  ： 自治会長川端氏から長崎大学高橋先生や砂防広報センター緒続 
 ○挨拶  ： 長崎大学高橋先生 
○自己紹介： 参加者の学年、氏名など 









※質問は 1問毎に上記を繰り返します。1問 5分程度です。 
 ○まとめ ：自由に質問をしてもらい、最後に今回のアンケート・ヒアリングへの感想を聞
きます。 






































５.対象者 ： 中学生の保護者（ご父兄）の皆様（各家庭 1名で結構です） 
 
６.開催内容のあらまし： 
 ○集合  ： 山川河内公民に直接、10 時まで 
 〇紹介  ： 自治会長川端氏から長崎大学高橋先生や砂防広報センター緒続 








※質問は 1問毎に上記を繰り返します。1問 5分程度です。 
 ○フリートーク ：アンケート内容などについて自由に質問や意見をいただきたいと思い
ます。 






















































































































































付録-4 第 17 回防災まちづくり大賞受賞 














 事例数 総務大臣賞 消防庁長官賞 消防科学総合センター理事長賞等 
一般部門 89 2 3 5 
住宅防火部門 7 1 1 2 
 
長崎市太田尾町山川河内(さんぜんごうち)地区は長崎市の東に位置し、南に橘湾天草灘を望む























































   
授賞式の様子は、ＮＰＯ砂防広報センターのホームページ http://www.sabopc.or.jp/にアップして
います。 
                       


























  平成２５年３月１６日（土） 
２．調査場所 
  長崎市山川河内自治会 
３．調査員  
高野 公男 氏（株式会社マヌ都市建築研究所 所長） ※防災まちづくり大賞選定委員  
斉藤 泰  氏（財団法人消防科学総合センター）   ※防災まちづくり大賞事務局 
４．日 程 
  ９：３０～１０：００ 現地視察 
※別添「山川河内地区 伝承資源案内資料」に沿って視察 
 １０：００～１０：２０ 念仏講 
 １０：２０～１０：４０ まんじゅう配り 
 １１：００～１２：００ ヒアリング 








部 門 名            ○ 一般部門  ・  住宅防火部門 
事 例 名             念仏講まんじゅう配り―150 年前の被災の伝承がつなぐ山川河内の防災― 
事例の内容              
■ 経過  
長崎市の東部の太田尾町山川河内地区は 3 方を山に囲まれ、南は橘湾天草灘を望み、中央に山川
河内川が流れる緑豊かで、古くから 35 世帯前後を維持してきた農村集落である。1860 年（万延元






1982 年(昭和 57 年)7 月 23 日の長崎豪雨災害では河川氾濫や土石流が発生したが、早めの的確な自
主避難等により一人の負傷者も出さなかった。長崎豪雨災害後の河川改修や砂防ダムが整備された
現在も、念仏講まんじゅうのご利益を実感して配り続けている。  
■ 内容  
1.全世帯が決められた順番に、毎月14日の午前中に地区外の業者からまんじゅうを配達してもらい、





























セールスポイント(特徴)   




高台等に自主避難し、35 世帯 173 人に一人の負傷者も出さなかった。 
3.行政が全く介在しない地域独自の取り組みとして、黒船が来航した激動の江戸末期から、明治、大
3 正、昭和、そして平成の現在まで地域で受け継がれ、今後も続けていくつもりである。 
受 賞 歴 
 
 受賞歴なし 
団体種別  主 他の場合（                                 ） 
団体概要   
 山川河内自治会の構成世帯数:31 世帯、構成人員:126 人、役員：6 人  
 主な地域特有の自治会行事：御願立て（1 月 18 日）、御不動様祭(4 月 13 日)、御大師様祭(4 月 20,21
日)、御願成就(7 月 18 日)、御地蔵様祭(7 月 23,24 日)、千日十日(8 月 10 日)、御観音様祭(10 月 17,18
日)、山之神様祭(12 月 9 日)  
事例類型 
Ⅱ－ｃ 
その他の場合（                                       ） 
実施期間 万延元年（1860 年） ～ 
連絡先の明示 ○可    ・    不   可 
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